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地域の 理科教育力向上 を目指した

附属
・学部連携による教員研修モ デルの構築と実践

一 「理科授業づ くりの会」 の シス テム と教材 ・ 教具開発 一
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1　 研究の 目的

　学習指導要領 改定に より，理数教育の 充実

が掲げ られて い るに もか かわ らず，理科 を重

視す る動 きは，国語科や算数科に 比 べ る と少

な い 。そ の こ とは，本校が開催 して い る研 究

発表大会や ，「授業に つ い て語 り合 う会」の 参

加状況 を見 て も明 らか で あ る 。

　本校 の 取組は ， 先進的な提案性 を求め られ

て い るた め，理 科を
一

か ら学びた い とい う教

員 の ニ
ーズ に応 え られ て い ない 。そこ で ，本

校理 科室 が 改修 された の を機 会に，「理科授業

づ くりの 会」 （以下本会）を立 ち上 げた 。 理 科

の 指導経験が浅い ，或い は苦手 と して い る教

員 を対象 に，講義と演習を交 えた実践的 な研

修 会を行 うこ とで ，理科教育 の 底上げを図 る

こ とをね らい とし た の で ある。

2　 研究の 内容

（1） 山口大学及 び教育委員会 との連携

　本会は ，山 口 大学教育学部やちゃ ぶ台理 科

ネ ッ ト （同学部〉よ り ， 運営費の 面 で支援 を

受けて い るた め，参加 者か ら会費を徴収 し て

い な い 。 また，山口県教育委員会 の後援に よ

り，広報活動の 面で 支援を受 け て い る。

（2）活動内容

　平成 24 年度は年間 5 回 ， 平成 25，26 年度は

年間 6 回 ， 土曜 日の 午前 中に実施 して い る 。

　 『公立学校で 使え る提案』の 理念 の 下 ，各学

年で 扱 う学習内容は ほ ぼ全部取 り上 げて い る 。

教科書 に あ る観察，実験の 演習の 他，効果的 と

思われ る手作 り教材 ・教具や，問題解決にお け

る子 どもの 様子な どを紹介 し て い る。

（3）実践の 実際

ア 　月と星 （4 年）

　星座早見は便利な道具だが 、平面で あるため

星 の 位置 関係 を と らえに く い 。そ こ で 、筆者が

考案 した 立体星座早見 （図 1 ）を作成 し、そ の

効果に つ い て の 意見を交流 した。

　 　 　　 　 　 図 1　 立 体星座早見

イ　 土地の つ くりと変化 （6 年）

　旧熊 毛郡 に、図 2 の 地層がある。こ の 地層 の

で き方に つ い て 4 コ マ 漫画 に表現 させ た 実践

を、参加 者に も取 り組ん で もらっ た。層や断層

が で き た 時期 を 考

え な が ら漫 画 を つ

く り、互 い に見せ合

い な が ら説 明す る

な ど、子 どもの 立場

に立 っ て 推論 す る

楽 し さを 感 じて も

ら うこ とがで きた 。 図 2 　断層の ある地層

3 　 研究の まとめ

　毎年，の べ 80 名近 くの 参加者が あり，ア ン

ケ
ー

トの 結果を見て も，当初 の 目的 を達成 で き

て い る。中に は ，本会で 得た ヒ ン トを自校 で 実

践 し，本会で 紹介する とい う教員 もい た。

　来年度 は，山 口県教育委員会が主催す る初任

者研 修講座 の
一

部 を担 うこ とが決定 した 。 今後

も ， 理科教育の底上 げをめ ざして い きた い 。
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